
そ
の
第
３
皇
子
の
茂と

よ

仁ひ
と

親
王
は
承

じ
ょ
う

久き
ゅ
うの
乱
後
に
後
堀
河
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
。

頼
盛
一
族
は
皇
族
の
縁
戚
に
連
な
り
、
後
世
に
血
筋
を
伝
え
た
の
だ
っ
た
。

源
氏
の
名
門
・
新
田
義
貞

そ
の
名
跡
を
継
い
だ
の
は
〝
自
称
〟
新
田
氏
!?

　

後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
に
応
じ
て
鎌
倉
幕
府
を
攻
め
滅
ぼ
し
、
南
北
朝
に
分
裂
後
は
南
朝

の
総
大
将
格
と
し
て
最
後
ま
で
戦
っ
た
新に

っ

田た

義よ
し

貞さ
だ

。
建
武
政
権
か
ら
離
脱
し
て
北

朝
を
建
て
た
足
利
尊
氏
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
対
照
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　

義
貞
は
足
利
尊
氏
と
並
ん
で
清せ

い

和わ

源
氏
の
正
統
で
あ
っ
た
が
、
後
醍
醐
天
皇
は

尊
氏
を
評
価
し
、
義
貞
は
冷
遇
さ
れ
た
。
倒
幕
後
、
建
武
政
権
下
の
論
功
行
賞
で

は
、
尊
氏
が
武
功
第
一
と
さ
れ
、
後
醍
醐
天
皇
の
名
「
尊た

か

治は
る

」
か
ら
一
字
を
与
え

ら
れ
て
尊
氏
に
改
名
し
て
い
る
。
倒
幕
の
立
役
者
だ
っ
た
義
貞
は
、
尊
氏
の
下
位

に
列
さ
れ
た
。

　

後
醍
醐
天
皇
が
義
貞
よ
り
も
尊
氏
を
優
遇
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
家
格
に
差
が

あ
っ
た
か
ら
と
さ
れ
る
。
系
図
を
た
ど
れ
ば
足
利
氏
と
新
田
氏
は
と
も
に
源
義よ

し

家い
え

（
八は

ち

幡ま
ん

太た

郎ろ
う

）
の
子
・
義よ

し

国く
に

の
系
譜
を
引
き
、
足
利
氏
は
義
国
の
次
男
・
義よ

し

康や
す

、

新
田
氏
は
義
国
の
長
男
・
義よ

し

重し
げ

の
子
孫
で
あ
る
。
む
し
ろ
新
田
氏
の
先
祖
が
兄
、

足
利
氏
の
先
祖
が
弟
な
の
だ
か
ら
、
新
田
氏
の
方
が
上
に
も
見
え
る
。

　

だ
が
、
鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
、
新
田
氏
は
代
々
上
野
国
新
田
荘
に
住
み
、
地
方

の
有
力
御
家
人
と
い
う
立
場

だ
っ
た
の
に
対
し
、
足
利
氏

は
幕
府
内
部
で
高
い
家
格
を

確
立
し
て
い
た
。
足
利
氏
の

当
主
は
、
執し

っ

権け
ん

と
し
て
幕
府

の
実
権
を
握
っ
て
い
た
北
条

氏
か
ら
妻
を
娶
る
伝
統
が
あ

り
、
北
条
氏
と
縁
戚
関
係
を

後醍醐天皇の南朝を最後まで支えた新田義貞（藤

島神社蔵）

源
義
家

（
１
０
３
８
〜
１
１
０
６
）

河
内
源
氏
3
代
目
棟
梁
。
石

清
水
八
幡
宮
で
元
服
し
、「
八

幡
太
郎
」
と
名
乗
っ
た
。
父
・

頼
義
に
従
っ
て
前
九
年
の
役

で
安
倍
氏
を
討
ち
、
の
ち
陸

奥
守
、
兼
鎮
守
府
将
軍
に
任

じ
ら
れ
る
。
後
三
年
の
役
を

鎮
定
す
る
と
東
国
武
士
の
信

望
を
集
め
、
東
国
に
お
け
る

源
氏
勢
力
の
基
礎
を
築
い

た
。 

新
田
義
貞

（
１
３
０
１
〜
１
３
３
８
）

清
和
源
氏
の
流
れ
を
汲
み
、

上
野
国
新
田
荘
を
本
拠
と
す

る
新
田
氏
の
嫡
流
。
後
醍
醐

天
皇
の
挙
兵
に
応
じ
て
鎌
倉

幕
府
を
攻
め
滅
ぼ
す
。
建
武

の
新
政
で
は
鎌
倉
幕
府
下
で

の
立
場
を
反
映
し
、
同
族
の

足
利
尊
氏
よ
り
低
位
に
置
か

れ
た
。
１
３
３
５
年
に
尊
氏

が
後
醍
醐
天
皇
に
背
い
て
か

ら
は
、
南
朝
方
の
中
心
と
し

て
各
地
で
戦
い
、
越
前
国
で

戦
死
し
た
。

第 4章◎名家・名門の「子孫」たち
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